
第２回霧島市地域部活動推進協議会 

協議概要 

 

１ 開催期日 

  令和６年２月９日（金）午後２時から午後４時 

 

２ 開催場所 

  国分シビックセンター霧島市行政庁舎 別館３階 ３－２会議室 

 

３ 会次第 

 ⑴ 開会のあいさつ          

⑵ 協議（事務局説明含） 

  ア 本市の現状と課題について 

イ 今後の地域移行の進め方について 

  ウ 質疑応答、意見交換 

 ⑶ 閉会のあいさつ 

 

４ 報告概要 

 ※ 事務局より説明 

 ⑴ 休日における部活動の地域移行に関するアンケートの結果について 

  ・ アンケート実施対象者 

    小学６年生、中学１・２年生、保護者、中学校教職員、外部指導者 

  小学６年生（830 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  中学１・２年生（927 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

小学校６年生保護者（292 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

中学１・２年生保護者（655 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 中学校教職員（130 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部指導者（６人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ⑵ 本市の合同チーム編成状況について 

 ⑶ 運動部活動の大会参加状況について 

 ⑷ 部活動指導員の配置について 

  ・ 部活動指導員は陵南中バレーボール部に 1人である。 

  

５ 協議概要 

 ・ きりしまスポーツまつりがあったりするので、もっとスポーツ協会と連携をと

っていく必要があるのではないか。指導者の確保にもつながってくる。 

 ・ 部活動の枠組みを見直して、先生の負担を軽減することは大事である。 

 ・ 少子化が進む中で、子供たちがどのいうスポーツをやりたいかが大事で、ただ

部活動を移行するだけでなく、スポーツがやれる場を提供することを考えてい

く。 

 ・ 中学校において、地域スポーツクラブ紹介を行ってみるとよいのでは。 

 ・ 先生の中でも自分の専門種目を指導したいという人もいるはである。 

 ・ 子供たちに部活動に入らなくてもいいという選択肢を与えることも大事であ

る。 

・ 市の施設をクラブチームが複数個所抑えているという話を聞くので、活動場所

の確保も重要である。 

・ 複数の学校において、拠点校を設置して活動することは、子供同士の交流を深

めるという意味でも意義があると考える。 

・ 先生は、勤務校を指導するのではなく、自分が住んでいる地域の指導を行うこ

とで継続的に指導することができる。土日に自宅から遠い勤務校までわざわざ行

く必要も無くなる。 

  


